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桜島（鹿児島県）における土石流の発生状況（平成１８年６月４日噴火以降）

桜島は平成１８年６月４日に昭和火口が噴火して以降、
梅雨前線による豪雨にともない土石流が頻発
・土石流：合計１１回（6/15～7/5）
・いずれの土石流も流路内を安全に海まで流下し
地域住民、家屋、道路等への被害なし

今回の降灰エリア

・地整、事務所は注意体制・地整、事務所は注意体制
（事務所連絡員常駐）（事務所連絡員常駐）

・ワイヤーセンサで常時監視・ワイヤーセンサで常時監視
（県、市消防へ自動通知）（県、市消防へ自動通知）

持木川６月２８日

野尻川６月２８日

平成１８年７月１０日１７：００現在
国土交通省砂防部保全課

昭
和
火
口

7/5：１回、6/28：１回



野尻川河口に堆積した土砂（平成１８年６月４日噴火以降）
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Ｈ１８．４撮影

Ｈ１８．７．６撮影

今回の一連の土石流により、約３万７，０００
ｍ３の土砂が流路内に堆積しています。

早急に除石早急に除石し（７月１１日（火）～２５日（火）
の予定）、次の土石流に備えます次の土石流に備えます。
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・Ｈ１８年６月４日に桜島の昭和火口付近で
小規模噴火発生。それ以降も断続的に噴火が続いている。
昭和火口での噴火は５８年ぶり。

・６月１２日の火山噴火予知連絡会を受け気象庁は
火山活動度レベル※を２→３へ引き上げ。
火砕流のような現象も観測される。

・６月１４日、立ち入り禁止区域が拡大される。
（南岳周囲２ｋｍ＋昭和火口周囲２ｋｍ）

※桜島の火山活動度レベル表
５：極めて大規模な噴火が発生
または可能性

４：中～大規模噴火が発生
または可能性

３：活発な火山活動
２：比較的静穏な噴火活動
１：静穏な火山活動
０：長期間火山の活動の兆候なし

平成１８年６月４日以降の桜島昭和火口の噴火状況


